
                                         

                                      

                                                               

 

 

 

 

１０月１７日（土）、１８日（日）の２日間、西播新人大会がありました。どの部も最後まで精一杯顔晴

ったと聞きました。県大会につながった部と惜しくも負けてしまった部とありますが、今大会の

の経験を今後の成長へとつなげて欲しいと思います。ソフト部の人は２４日、応援しています。 

☆各部の試合結果☆ 

部 対戦相手 結果 

野球 

＜１回戦＞  対 新宮 ５－２（勝）  

＜準決勝＞ 対 赤穂西 ５－５ ※特別延長（２対１）（勝）  

＜決 勝＞  対 龍野東 ２－１ （勝）  

優 勝 

※県大会 

出場決定!! 

ソフト 
＜準決勝＞ 対 龍野東中 １１－１（勝） ４回コールド 

※２４日（土）に決勝戦が行われます。（対 太子東・双葉） 

※県大会 

出場決定!! 

男子バレー ＜１回戦＞  対 太子西 ０－２（敗）   （優勝 太子西） 

女子バレー 
＜１回戦＞ 対 上郡 ２－０（勝）  

＜２回戦＞ 対 新宮 １－２（敗）  

（優勝 龍野西） 

男子卓球 ＜予選 L＞  ３敗  ４位 予選敗退 （優勝 山崎西） 

女子卓球 

＜予選 L＞  ３勝 １位通過 

＜決勝 T１回戦＞ 対 揖保川 ３－１（勝） 

＜決勝 T準決勝＞ 対 波賀 １－３（敗） 

＜決勝 T３位決定戦＞ 対 山崎西 ３－２（勝）   

＜個人＞ 第８位 荒木 星来（県大会出場）  神名 伶奈 敗退 

（優勝 太子西） 

※県大会 

出場決定！！ 

剣道 ＜個人の部＞  初戦敗退 （優勝 上 郡） 

女子バスケ ＜１回戦＞対 御津４６－４４（勝） ＜２回戦＞対那波１０－１１３（敗） （優勝 上 郡） 

サッカー ＜１回戦＞対 赤穂西 ２－１（勝） ＜２回戦＞対 太子東 ５－０（敗） （優勝 龍野西） 

 

＜コラムコーナー＞ 

長友選手「サッカーの才能はないが、努力する才能だけはある」 
 長友佑都というサッカー選手がいる。元日本代表のサイドバック。20１０年ワールドカップでは抜群の運動量を

誇り、日本代表が決勝トーナメント進出を果たす原動力になった。今はフランスのプロリーグであるオリンピック・

マルセイユというチームに所属している選手である。以前、ＮＨＫのニュース番組で長友選手の特集をやってい

た。そのとき、長友選手がインタビューで答えた言葉で印象に残ったのが、「自分にはサッカーの才能はないが、

努力を続ける才能はある。」という言葉である。世界で活躍するほどの選手が、自分にはサッカーの才能はないと

いうことに驚く。サッカーをやっている多くの人は「長友に才能がないというのなら、オレはいったい何なんだ・・・」

と思ってしまうだろう。こんな調査結果がある。英国のティーズサイド大学のジム・ゴルビー博士がプロラグビー選

手を対象に行った調査だ。博士によると、一流選手とその他の選手の間に、大きな意識の違いがあったという。一

流になればなるほど、選手は「一番大切なのは努力だ。」と思い、実際に普通の人の何倍も練習しているのだそう

だ。つまり長友選手の言葉は、一流選手にとってみればごく当たり前で、驚くことではないということだ。中途半端

だと、「結局は才能だ」とか「オレにもっと才能があればなぁ」と思ってしまうかもれしません。努力できるということ

が一番の才能なんですね。 
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～当たり前のことを、人には真似できないほど徹底して行い極める～ 


